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座

談

会 

                            
 

 
 

 
 

甦
れ
青
春
!!

理
事
長
杯
争
奪 

高
齢
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

  

ス
ポ
ー
ツ
の
日
10
月
10
日
(火)
に
、

初
の
試
み
と
な
る
「
理
事
長
杯
争
奪 

高
齢
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
マ
ル
ナ

カ
パ
ワ
ー
シ
テ
ィ
屋
島
店
3
階
の
Ｍ

Ｇ
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
42
名
が
参
加
。
池
田
理
事

長
が
「
多
く
の
組
合
員
が
一
堂
に
集

ま
る
企
画
が
実
現
し
て
嬉
し
い
。
ケ

ガ
に
注
意
し
て
頑
張
ろ
う
」
と
鼓
舞
。

3
ゲ
ー
ム
を
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
で
争

い
、
19
の
ス
ト
ラ
イ
ク
を
マ
ー
ク
し
た

三
原
堅
司
さ
ん
が
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア

559
で
初
代
王
者
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

２
位
に
島
田
昭
博
さ
ん
、
3
位
に
小

西
克
尚
さ
ん
と
続
き
、
86
歳
の
最
高

齢
者
に
「
元
気
賞
」
、
夫
婦
で
の
参
加

者
に
「
お
し
ど
り
賞
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
賞
も
多
数
用
意
さ
れ
、
表
彰
式
は

ひ
と
き
わ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

世
話
人
の
嶋
岡
敏
信
さ
ん
も
「
み
ん

な
本
当
に
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」
と
安
堵
。

「
こ
れ
を
機
会
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽

し
む
ご
年
配
の
方
が
増
え
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

 

 

 

 

 

 

 

  ２０２３年 11月 1日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 池田章子 

ホームページ 

    今月のお知らせ   

●高齢協ボウリング大会 

●福祉事業部 

●石清尾八幡宮秋季大祭 

●労働者協同組合法④ 

●PickUpひだまり人 

●健康のページ 

●さぬき満月まつり 

●エッセイ（第 9回） 

●11・12月の予定 

            

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２３年 第２２4 号 （11・12 月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 



2 

 

ひ
だ
ま
り
川
島 

秋
晴
れ
の
心
地
良
い
季
節
と
な
っ
た

10
月
4
日
(水)
、ひ
だ
ま
り
川
島
の
近

く
に
あ
る
川
沿
い
の
か
か
し
群
を
利

用
者
様
7
名
、
ス
タ
ッ
フ
3
名
で
見

に
行
き
ま
し
た
。 

季
節
の
お
花
、
彼
岸
花
や
コ
キ
ア
が

咲
い
て
お
り
、
か
か
し
を
見
る
と
「
人

間
か
と
思
っ
た
」
と
び
っ
く
り
！
。
彼
岸

花
を
見
る
と
「
最
近
は
白
い
色
も
あ
る

の
？
」
と
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
昔

は
赤
色
し
か
な
か
っ
た
よ
う
な...

」
と

子
供
の
頃
を
思
い
出
す
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。 

オ
レ
ン
ジ
色
に
咲
い
て
い
る
の
が
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
で
「
こ
の
花
す
ご
く

き
れ
い
！
何
て
い
う
お
花
？
」 

と
女

性
陣
は
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

天
気
も
良
く
青
空
に
川
、
か
か
し
と

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
者
様
は
、

気
分
転
換
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
満
足

の
言
葉
を
い
た
だ
け
て
、
私
た
ち
も
う

れ
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

季
節
を
感
じ
る
事
が
で
き
る
よ
う
な

行
事
や
外
出
に
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

牟
礼
ひ
だ
ま
り 

9
月
２１
日
に
(木)
に
敬
老
会
を
行

い
ま
し
た
。 

ミ
ス
タ
ー
伊
賀
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
や
パ
ン
ト
マ
イ
ム
に
驚
い
た
り
、
不

思
議
が
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
山
地
先
生
の
銭
太
鼓
の
素
晴

ら
し
い
技
を
見
て
「
す
ご
い
ね
、
自
分

た
ち
で
は
ま
ね
で
き
な
い
ね
」
と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。 

先
生
と
一
緒
の
う
ち
わ
踊
り
で
は

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
も
あ
り
、
と
て

も
上
手
に
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

二
胡
の
演
奏
で
は
一
緒
に
昔
の
歌
を

歌
い
な
が
ら
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
発
表
で
は
4
曲
演

奏
し
、
来
賓
の
方
に
「
去
年
よ
り
上
手

に
な
っ
た
ね
」
言
わ
れ
、
う
れ
し
そ
う

な
表
情
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
お
楽
し
み

抽
選
会
で
は
、
三
角
く
じ
を
引
き
自
分

の
好
み
の
服
や
小
物
を
選
ば
れ
、
後
日

デ
イ
に
着
て
こ
ら
れ
た
り
使
わ
れ
た

り
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 
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9
月
12
日
（火）
、
敬
老
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
昼
食
は
、
敬
老
の
お
祝
い
膳

と
し
て
、
赤
飯
や
お
刺
身
な
ど
を
召
し

上
が
り
ま
し
た
。 

お
膳
に
は
、
月
と
う
さ
ぎ
の
お
り
が

み
で
作
ら
れ
た
飾
り
を
の
せ
、
十
五
夜

の
日
も
近
く
、
秋
の
雰
囲
気
で
、
季
節
を

感
じ
て
頂
き
ま
し
た
。 

飾
り
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
ご
家
族
様
が

季
節
ご
と
に
作
成
し
て
、
提
供
し
て
下

さ
っ
て
お
り
、
利
用
者
様
も
、「
月
の
上

に
の
っ
て
い
る
の
は
何
か
な
？
」
と
か
、

「
お
部
屋
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
い
い
か

な
？
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が
聞
か
れ
、

楽
し
ま
れ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
三

味
線
演
奏
の
方
に
慰
問
に
来
て
頂
き
ま
し

た
。 マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
次
々
と
手
元

か
ら
で
て
く
る
カ
ラ
フ
ル
な
お
花
や
旗
な

ど
華
や
か
な
マ
ジ
ッ
ク
に
魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

ポ
ン
っ
と
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
手
に
あ
ら
わ

れ
た
、
鳩
の
登
場
に
皆
さ
ん
驚
か
れ
、
利

用
者
様
だ
け
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
も
一

緒
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
に

ぎ
や
か
な
ご
様
子
で
大
盛
況
で
し
た
。 

ま
た
、
三
味
線
演
奏
で
は
「
祇
園
小
唄
」

や
季
節
の
曲
な
ど
を
演
奏
し
て
下
さ
り
、

三
味
線
の
美
し
い
音
色
に
合
わ
せ
て
、
皆

さ
ん
歌
を
う
た
っ
て
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

 

香
川
ひ
だ
ま
り 

 

昼食も手作りで、利用者の方が安心してすごせるよう、家庭的な
雰囲気でスタッフ一同お待ちしています♪

〒761-0121高松市牟礼町牟礼2540番地16（洲崎寺近く）

TEL 087-845-7182・FAX 087-845-7189

牟礼ひだまり
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『
ひ
だ
ま
り
大
運
動
会
』 

～
10
月
6
日
（金）
快
晴
～ 

 

香
川
・
牟
礼
・
川
島
の
ひ
だ
ま
り
の
各

事
業
所
の
皆
様
、
そ
し
て
本
部
役
員
、

事
務
員
さ
ん
、
生
き
が
い
事
業
部
の

方
々
が
ひ
だ
ま
り
村
に
集
合
し
て
「
香

川
高
齢
協
ひ
だ
ま
り
大
運
動
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

各
事
業
所
の
利
用
者
様
た
ち
に
よ

り
、
広
告
の
チ
ラ
シ
に
て
作
成
さ
れ
ま

し
た
万
国
旗
が
青
空
に
た
な
び
き
、
運

動
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

ま
ず
青
梅
顧
問
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

皆
様
と
共
に
「
楽
し
く
・
仲
良
く
・
た
く

ま
し
く
・
エ
イ
エ
イ
オ
～
」
の
力
強
い
掛

け
声
に
よ
り
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。 

        

ラ
ジ
オ
体
操
、
玉
入
れ
、ス
プ
ー
ン

レ
ー
ス
、
風
船
割
り
、
パ
ン
食
い
競
争

を
童
心
に
帰
っ
て
楽
し
ま
れ
、
昼
食
で

は
青
空
の
下
、
陽
射
し
を
浴
び
な
が
ら

高
齢
協
音
頭
の
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

聞
き
な
が
ら
、
合
同
で
机
を
並
べ
て
ち

ら
し
寿
司
と
豚
汁
、そ
し
て
か
き
氷
も

い
た
だ
き
、
皆
様
の
笑
顔
が
ス
テ
キ
な

大
運
動
会
で
し
た
。 

           

続
い
て
各
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
本

部
の
方
々
の
4
チ
ー
ム
対
抗
で
の
競

争
を
行
い
、
チ
ョ
ッ
ト
本
気
モ
ー
ド
も

あ
り
優
勝
か
ら
残
念
賞
を
受
賞
し
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

各
ひ
だ
ま
り
の
皆
様
、
参
加
し
て
下

さ
い
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

こ
の
様
に
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
楽
し

い
一
日
が
過
ご
せ
ま
し
た
事
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。(

池
田
章
子) 

              

      

【
参
加
者
ひ
と
こ
と
メ
モ
】 

●
「
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

必
死
で
頑
張
っ
た
」
●
「
み
ん
な
と
の

一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
」
●
「(

本
部
の
香
川
町
ま
で)

み
ん
な
と
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
遠
足
み

た
い
で
楽
し
か
っ
た
」
●
「
他
の
施
設
の

知
ら
な
い
人
と
も
一
緒
に
競
技
で
き

て
面
白
か
っ
た
」
●
「
自
分
た
ち
で
作
っ

た
応
援
グ
ッ
ズ
で
の
応
援
合
戦
で
盛
り

上
が
れ
た
の
が
良
か
っ
た
」
●
「
外
で
食

べ
た
豚
汁
と
バ
ラ
寿
司
は
最
高
に
美

味
し
か
っ
た
」
●
「
来
年
の
運
動
会
ま
で

元
気
で
頑
張
ら
な
い
と
」 
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地
域
活
動 

 
 

 

「石
清
尾
八
幡
宮
秋
季
大
祭
」 

 

10
月
21
日
(土)
・
22
日
(日)
、
高
松
市

民
の
氏
神
様
、
石
清
尾
八
幡
宮
秋
季
大

祭
が
4
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
流
行
前
と

同
じ
形
で
盛
大
に
催
行
さ
れ
ま
し
た
。 

香
川
高
齢
協
は
丸
亀
町
商
店
街
振

興
組
合
の
子
ど
も
太
鼓
台
や
、
華
麗
な

日
舞
山
車
を
引
き
回
す
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
、
21
日
は
高
松
市
中
央
商
店

街
を
、
22
日
は
本
宮
に
向
け
て
八
幡

通
り
を
練
り
歩
き
、
参
道
に
詰
め
か
け

た
市
民
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

少
し
肌
寒
い
時
間
帯
も
あ
り
ま
し

た
が
、
概
ね
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
、
華
や
か
に
御
渡
行
列
が
奉
納
。
高

齢
協
チ
ー
ム
か
ら
は
二
日
間
で
約
30

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

 

             

             

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

2

0

2

3

年 

第

4

回
理
事
会 

本
部
会
議
室 

10
月
16

(月)
開
催 

 

《
審
議
事
項
》 

▼
（
続
）
壱
番
街
駐
車
場
管
理
業
務
変
更

に
よ
る
課
題
案
件
つ
い
て 

対
応
報
告
書
（
令
和
5
年
9
月
1
日 

～
）
を
集
約
＝
今
後
の
協
議
事
項
と
す 

る
） 

▼
平
成
14
～
15
年
に
加
入
し 

連
絡
の
取
れ
な
い
会
員
（
69
名
）
に
対 

し
、
み
な
し
脱
退
処
理
調
査
開
始
に
つ 

い
て 

▼
石
清
尾
八
幡
宮
秋
季
大
祭
・ 

さ
ぬ
き
満
月
ま
つ
り
開
催
に
つ
い
て 

《
報
告
事
項
》 

▼
8
月
度
（
単
月
・
累
計
）
収
益
状
況 

に
つ
い
て 

▼
「
ベ
ル
モ
ニ
ー
葬
祭
」 

と
再
契
約
。
利
用
す
る
全
組
合
員
に
対 

し
、
優
遇
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す 

▼
理
事
長
杯
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
同
好 

会
主
催
）
の
開
催 

【
香
川
高
齢
協
の
組
織
状
況
】 

組
合
員
数
２
７
０
８
名
・
出
資
金
額
１
７ 

５
１
５
千
円(

２
０
２
３
年
９
月
現
在) 
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あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
? 

『労
働
者
協
同
組
合
法
』
④ 

 
 

労
働
者
協
同
組
合
法
は
、
労
働
者

協
同
組
合
の
設
立
や
運
営
、
管
理
な
ど

に
つ
い
て
定
め
た
法
律
で
す
。 

前
号
ま
で
に
、こ
の
法
律
の
基
本
原

理
や
組
合
員
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
労
働
者
協
同
組

合
の
設
立
の
流
れ
』で
す
。 

設
立
に
関
す
る
手
続
き 

① 

【
発
起
人
を
3
人
以
上
集
め
る
】  

 

組
合
員
に
な
る
意
思
の
あ
る
3
人

以
上
で
設
立
す
る 

 

② 

【
必
要
書
面
作
成
】 

 

組
合
の
設
立
に
は
各
種
の
書
面
の
作

成
準
備
が
必
要(

・
定
款 

・
事
業
計
画

書 

・
収
支
予
算 

・
役
員
の
氏
名
及
び

住
所 

・
役
員
と
な
る
者
の
印
鑑
証
明
、

本
人
証
明
書
等) 

 

③ 

【
創
立
総
会
の
公
告
】 

 

創
立
総
会
の
2
週
間
前
ま
で
に
日

時
、場
所
、定
款
を
公
告
す
る 

 

④ 

【
創
立
総
会
】 

 

・
定
款
の
承
認
の
ほ
か
、
事
業
計
画
書
、

収
支
予
算
の
議
決
、
役
員(

理
事
・
監

事)

の
選
挙
な
ど
を
行
う 

・
組
合
員
と

な
る
こ
と
を
承
諾
し
た
者
の
半
数
以

上
が
出
席
し
、
3
分
の
2
以
上
の
多

数
に
よ
る
決
議
が
必
要 

・
議
事
録
の

作
成 

 
⑤ 
【
出
資
の
払
込
み
】 

 

理
事
は
事
務
引
継
ぎ
後
、
組
合
員
に

速
や
か
に
第
1
回
の
払
込
み
を
し
て

も
ら
う(

出
資
一
口
に
つ
き

4
分
の

1
以
上) 

《
必
要
な
書
類
を
添
付
し
、
法
務
局
で

設
立
登
記
を
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
協

同
組
合
法
人
設
立
登
記
の
完
了
で
す
》 

 

⑥ 

【
設
立
の
届
出
】 

 

登
記
後
2
週
間
以
内
に
、
行
政
庁

(

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
知
事)

に
組
合
設
立
の
届

け
出
を
す
る 

 

⑦ 

【
事
業
開
始
の
準
備
】 

 

銀
行
口
座
の
開
設
、
物
件
契
約
、許
認

可
の
申
請(

保
険
関
係
や
税
務
関
係
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
以
下
に

例
を
記
載
し
ま
す) 

・
社
会
保
険→

年
金
事
務
所
ま
た
は
健

康
保
険
組
合
に
「
新
規
適
用
届
」
を
提

出 

・
労
働
保
険→

労
働
基
準
監
督
署
に

「
保
険
関
係
成
立
届
」「
概
算
保
険
料

申
告
書
」
を
提
出
後
、
公
共
職
業
安
定

所
に
「
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
設
置
届
」

を
提
出 

・
労
務
関
係→

労
働
基
準
監
督
署
に

「
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す
る

協
定
届
」
や
就
業
規
則
を
届
出 

・
税
務
関
係→

税
務
署
、
都
道
府
県
・
市

区
町
村
に
「
法
人
設
立
届
出
書
」
を
提

出 

《
こ
れ
で
い
よ
い
よ
事
業
開
始
で
す
》 

仲
間
と
取
り
組
む
こ
と 

 

前
記
の
「
設
立
に
関
す
る
手
続
き
」
と

並
行
し
て
、
仲
間
た
ち
と
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
時
系
列
で
説
明
し
ま
す
。 

●
一
人
ひ
と
り
の
関
心
や
夢
、地
域 

の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
出
し
合
い
、
労
働

者
協
同
組
合
の
仕
組
み
や
考
え
方
を

共
有
す
る 

●
モ
デ
ル
と
な
る
事
業
所
の
訪
問
な 

ど
、情
報
収
集
を
す
る 

●
書
面
作
成
の
話
し
合
い
や
計
画
づ 

く
り(

・
設
立
趣
意
書
に
は
事
業
計
画

や
収
支
予
算
等
の
概
要
を
記
載
す

る 

・
事
業
計
画
書
を
も
と
に
地
域
住

民
や
団
体
に
向
け
て
説
明
や
懇
談
を

す
る
場
所
を
設
け
る 

・
資
金
を
集
め

る
た
め
の
計
画
を
立
て
る 

・
就
業
規

則
な
ど
も
併
せ
て
準
備
す
る 

・
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
情

報
を
知
ら
せ
て
賛
同
者
を
募
る) 

●
事
業
や
働
き
方
に
み
ん
な
が
意
見

を
言
え
る
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
を

す
る(

・
事
業
や
働
き
方
に
つ
い
て
学
ぶ

研
修
を
す
る 

・
月
に
1
度
程
度
の
定

期
的
な
経
営
会
議
を
行
う 

・
各
自
が

自
分
の
仕
事
を
振
り
返
る
た
め
に
記

録
す
る) 

●
開
業
を
知
ら
せ
る(

地
域
や
利
用
予

定
者
な
ど
に
向
け
て
、
開
業
の
案
内
を

行
う) 

 

※
次
号
で
は
実
際
に
活
動
す

る
団
体
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す 
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「一人ひとりに向き合った、きめの細かいサービスを提供したい」 

県内の介護施設や調剤薬局での勤務を経て、昨年 1 月に就職。それまでの経

験やリーダーシップ、仕事に取り組む姿勢などが評価され、早い段階から将来を

嘱望され、責任あるポストに抜擢されても気負わず奮闘の日々が続く。 

 同世代から 80 代までのスタッフを束ねるが、「仕事の段取りや手際の良さな

ど、見習うべき点も多い」と同僚から評される一方、「明るい性格と笑顔が魅力

で周囲が和む」と、若きリーダーの双肩にかけられる期待はひときわ大きい。 

 「人のお世話をすることが大好き。いろいろと予期せぬことが起こったりもし

ますが、小規模施設ならではのアットホームさを打ち出して、一人ひとりに向き

合い、きめの細かいサービスを提供したい」と静かに使命感を燃やす。 

 新型コロナも分類上はひとつの区切りを迎え、季節ごとのイベントや趣向を

凝らしたレクリエーションにも意欲。「みんなでおやつを作ったり、外出の機会

も少しずつ増やしていきたい」と意気込んでおり、入所者や利用者の視点に立ち

ながらも、「スタッフも含めてみんなが楽しめる施設にしたい」と目を輝かせる。 

そんな世話好きの性格は家庭でも遺憾なく発揮されており、2匹のネコと 2匹

のウサギに癒される毎日がパワーの源。「ペットたちも大切な家族。旦那よりも

大切にしてますよ(笑)」と、茶目っ気たっぷりの笑顔もまた憎めず。高松市在住。 

香川ひだまり/管理者 

ひだまり村/施設長 

福井 吏沙さん 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ツ
ク
通
信
㉔ 

「老
い
る
と
は
」 

皆
さ
ん
、歳
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
ど
う
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
昨
日
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
、

歳
は
と
り
た
く
な
い
ね
ー
」「
歳
を
と
る
と
子

供
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
わ
」「
先
は
見
え

て
い
る
し
、
楽
し
く
な
い
」
な
ど
、
老
い
て
い
く

自
分
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
た

れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

最
近
、
老
害
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
老
い
る
こ
と
」
は
良
く

な
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
人
（
ヒ
ト
）

は
、
動
物
は
、い
や
生
物
は
老
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
実
は
、
生
物
学
者
の
小
林
武
彦
氏
に
よ
る

と
、シ
ワ
が
増
え
、
動
き
が
緩
慢
に
な
り
、
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
る
、い
わ
ゆ
る
「
老
い
」
は
、ヒ

ト
特
有
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。「
老
い
」
は
「
死
」

と
は
違
い
、
全
て
の
生
物
に
共
通
し
た
絶
対
的

な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

他
の
哺
乳
類
の
ほ
と
ん
ど
が
、
い
わ
ゆ
る

『
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
』
、
死
ぬ
ま
で
元
気
に
動
け

る
そ
う
で
す
。で
は
、「
老
い
」
と
は
い
っ
た
い
何

な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
ヒ
ト
だ
け
が
老
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

生
涯
に
拍
動
す
る
心
拍
数
は
約
20
億
回
と

決
ま
っ
て
お
り
、
動
物
の
平
均
寿
命
は
心
拍
数

に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
心
拍
数
は
1
分
間
に
約
600
～

700
回
で
寿
命
は
2
～
3
年
で
す
。
ゾ
ウ
は
約

30
回
で
寿
命
は
70

〜
80
年
と
ヒ
ト
に
近
い

で
す
。
ヒ
ト
は
心
拍
数
の
法
則
か
ら
す
る
と
寿

命
は
約
55
歳
に
な
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
ご

存
知
の
通
り
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
80
歳
を

優
に
超
え
て
い
ま
す
し
、
今
で
は
90
歳
、
100
歳

を
超
え
て
い
る
方
も
珍
し
く
な
い
で
す
。こ
の

差
の
30
〜
40
年
間
が
生
物
学
的
に
老
い
る
期

間
、い
わ
ゆ
る
「
老
後
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

小
林
氏
は
、
人
に
と
っ
て
老
い
は
必
要
な
も

の
で
、「
老
い
」
の
お
か
げ
で
人
類
の
寿
命
が
延

び
、
今
の
文
明
社
会
が
築
か
れ
た
と
言
い
ま
す
。 

若
い
と
き
に
は
、
何
で
も
挑
戦
し
活
発
に
行
動

し
ま
す
。
元
気
な
肉
体
を
稼
働
さ
せ
、
人
と
競

争
し
目
的
を
達
成
す
べ
く
努
力
し
ま
す
。
少
し

「
老
い
」
を
感
じ
始
め
た
と
き
に
、自
分
の
こ
と

を
中
心
に
考
え
て
い
た
若
い
と
き
に
比
べ
て
、

も
の
の
見
方
が
拡
が
り
自
分
よ
り
年
配
の
人

の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。  

人
と
共
存
し
、協
調
し
て
い
く
方
法
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
の
中
が
か

な
り
客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
人

の
こ
と
で
も
「
こ
う
し
た
ら
い
い
の
に
」
と
か

「
こ
う
し
て
あ
げ
る
」
な
ど
、
自
分
の
経
験
を
も

と
に
い
ろ
い
ろ
口
を
出
し
た
く
な
り
お
節
介

に
、い
い
意
味
で
は
奉
仕
的
に
な
り
ま
す
。 

老
い
る
人
は
、
年
齢
を
重
ね
多
く
の
こ
と
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
次
第
に
も
の
の
見
方
、
考

え
方
が
広
く
て
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
良

い
も
悪
い
も
、
そ
の
生
き
様
、
考
え
方
を
年
下

の
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
世

代
の
人
達
が
進
化
し
て
い
く
の
で
す
。そ
う
、つ

ま
り
「
老
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、ヒ
ト
の
進
化

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、ヒ
ト
が
目
ま
ぐ

る
し
い
進
化
を
遂
げ
た
の
は
「
老
い
」
が
あ
っ
た

か
ら
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

で
す
か
ら
、
老
害
と
い
う
悪
い
行
為
を
し
て

し
ま
う
御
老
人
も
、
若
い
方
に
と
っ
て
は
反
面

教
師
と
し
て
冷
静
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

が
人
生
の
糧
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
と
は
言
っ
て
も
、
冒
頭
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
老
い
を
感
じ
て
い
る
人
は
「
老
い
」
を
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
当
事
者
と
し
て
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

そ
れ
は
、
社
会
の
力
で
元
気
を
保
つ
と
い
う

考
え
で
す
。
ヒ
ト
は
社
会
性
の
動
物
で
す
。
社

会
の
中
で
、
社
会
の
一
員
と
し
て
役
割
を
担
う

こ
と
で
生
き
る
活
力
を
得
て
き
ま
し
た
。 

退
職
し
て
会
社
へ
行
く
こ
と
が
な
く
家
に

引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
、途
端
に
弱
っ
て
い
く
お

父
さ
ん
の
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
。 

そ
れ
よ
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
い
る
人
、
例
え
ば
交
通
整
理
で
児
童
と
挨

拶
を
か
わ
し
た
り
、
地
域
の
お
祭
り
で
活
動
し

た
り
す
る
人
、
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
で
仲
間
と
と

も
に
汗
を
流
し
た
り
、
生
涯
学
習
の
場
で
勉
強

を
し
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
し

て
い
る
人
が
、イ
キ
イ
キ
元
気
に
人
生
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
よ
ね
。 

公
共
の
場
、集
団
の
中
へ
出
て
行
き
、社
会
の

中
に
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
活
動
す
る
こ

と
で
、
人
は
安
心
し
元
気
に
な
る
の
で
す
。 

ヒ
ト
は
考
え
て
動
く
生
き
物
で
す
。
楽
し
い

こ
と
を
見
つ
け
続
け
、
や
り
続
け
て
い
く
こ
と

で
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
人
生
を
得
て
、
生
涯
心

身
と
も
に
元
気
で
、『
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
』
と
い

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
姿
は
、
次

の
世
代
も
真
似
し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。  

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

豊
永 

慎
二 
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▼
「さ
つ
き
」
11
月
19
日
に
発
表
会 

丸
亀
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
歌

声
「
さ
つ
き
」
は
11
月
19
日
(日)
、
生

涯
学
習
ま
つ
り
に
お
い
て
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。 

会
場
は
丸
亀
市
大
手
町
の
丸
亀

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー

ル
で
、
14
時
20
分
か
ら
14
時
40
分

頃
に
登
場(

進
行
に
よ
り
多
少
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す)

の
予
定
。 

当
日
は
二
十
数
名
名
が
参
加
し
、

「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」「
旅
愁
」「
冬
の
星

座
」「
ふ
る
さ
と
の
色
」「
東
京
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。 

歌
声
「
さ
つ
き
」
は
毎
月
第
二
・
第

四
木
曜
日
に
同
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
活
動
。
童
謡
や
唱
歌
、
懐
か
し

い
昭
和
歌
謡
な
ど
『
青
春
の
ひ
と
こ

ま
』の
思
い
出
を
み
ん
な
で
楽
し
く

唄
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

「
さ
つ
き
」
で
は
当
日
の
来
場
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
声
を
出
し
、

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心
身
の
充
実

し
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

仲
間
た
ち
も
募
集
中
。
〇
九
〇-

二

八
二
五-

八
八
四
九(

奥
山
代
表) 

ひ
だ
ま
り
倶
楽
部

 

 

▼
秋
の
法
要
を
厳
か
に
挙
行 

  

ひ
だ
ま
り
倶
楽
部
「
秋
の
法
要
」
が
、

さ
る
9
月
23
日
(土)
、
10
時
よ
り
圓

通
寺
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

開
始
約
30
分
前
か
ら
同
寺
周
辺
の

草
抜
き
や
清
掃
活
動
を
行
い
、定
刻
よ

り
法
要
が
ひ
だ
ま
り
霊
廟
に
て
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
残
暑
も
厳
し
く
、
蒸
し
暑
い

中
で
の
法
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
遺

族
の
方
々
を
は
じ
め
、
青
梅
顧
問
、
池

田
理
事
長
ら
が
駆
け
付
け
、
野
田
住
職

が
心
を
込
め
て
読
経
。
参
加
者
は
焼
香

で
各
々
に
故
人
を
供
養
し
ま
し
た
。 

前
日
ま
で
上
京
し
て
い
た
と
い
う

住
職
は
、
天
候
不
良
で
飛
行
機
が
欠
航

と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
な
か
、
遅
延

し
な
が
ら
も
な
ん
と
か
高
松
に
帰
着
。

「
こ
れ
ま
で
ひ
だ
ま
り
の
お
彼
岸
法
要

は
一
度
も
中
止
や
延
期
が
な
か
っ
た
の

で
、
開
催
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
、

一
瞬
肝
を
冷
や
し
た
も
の
の
、
安
堵
感

の
溢
れ
る
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。 

な
お
来
年
の
春
の
法
要
は
、
3
月

20
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

警備していただける人（未経験者大歓迎）を募集❕ 

急 募 
未経験者でも大丈夫です 丁寧にご指導いたします。 

皆さん！ すぐに、活躍できますよ 初任者研修後 

制服貸与 勤務地、勤務日は、相談可 兼業もOK！ 

いつでも、お気軽にご連絡ください。 
 

警備事業責任者 川西☎080-2851-4338 又は、本部☎087-899-6311 まで 

＊組合員の皆さまも、ぜひともお近くのお知り合いの方をご紹介下さい 
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協賛の が盛大に開かれる    10/28屋島山上県木園 

 

 10 月 28 日(土)に「第 19 回さぬき満月まつり」が屋島山上県木園にて開催され、仕事お

こし事業部や香川県高齢者支援協会のメンバー延べ 20余名が、前日のテント張りや椅子・

テーブル設置等の会場設営、当日はうどんややきそば等の販売応援などで協力しました。 

 まつりを主催する「さぬき満月会」は、当組合の青梅顧問が設立し会長を務める団体で、

屋島の活性化や青少年の健全育成を目的に活動。香川高齢協と元気屋島を創ろう会の協賛

により、毎年夏の夜に県木園でまつりを実施。コロナウイルス蔓延による中止期間を経て、

昨年からは昼間に移行して開催しています。 

ステージでは子供たちがキッズダンスや太鼓演奏で盛り上げたほか、高砂会の生演奏・生

歌による「正調一合まいた」総踊りには老若男女が参加。大西秀人市長も駆け付けた開会か

ら最後の大抽選会まで、心地よい秋風の舞う屋島山上は大いに盛り上がりました。 

途中、主催者代表で壇上に立った青梅会長は、「はじめは屋島山上でのまつりは無謀と言

われたが、協力団体や多くのボランティアの力を借りながら、開催してきてよかった。最近

は行政も屋島活性化に力を入れはじめ、ようやく賑わいも戻ってきた。私の願いも叶いつつ

ある」と感謝の言葉も交えながら、感慨深そうに挨拶。ご協力いただいた皆さん、本当にお

疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎草刈り、植木の剪定、剪定のお手伝い、引越し手伝い、廃材処理

◎登録して頂くと、あなたの時間、

　　できることを誰かのためのサポート側として活躍してみませんか。

◎年金プラスαの収入を得る働き方をめざします。

◎仕事の依頼もご相談下さい。 仕事おこし事業部

☎080-2990-4586（森岡）

仲間を募集しています。
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夢 

ま
た
嫌
な
夢
を
見
た
。
目
覚
め
た
ば
か
り

の
朦
朧(

も
う
ろ
う)

と
し
た
意
識
の
中
で
、
ま

だ
蛇
が
苦
し
そ
う
に
の
た
う
っ
て
い
る
。
昔

か
ら
蛇
と
火
事
の
夢
は
縁
起
が
い
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
内
容
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。

昨
夜
の
夢
は
相
変
わ
ら
ず
蛇
を
棒
切
れ
で
叩

き
の
め
し
た
り
、
石
を
投
げ
つ
け
る
も
の
だ

っ
た
。
何
故
か
蛇
の
夢
と
な
る
と
い
つ
も
そ

う
な
の
で
あ
る
。
お
か
し
な
こ
と
に
も
う
片

方
の
縁
起
の
い
い
火
事
の
夢
は
あ
ま
り
見
な

い
。 小

学
生
の
頃
だ
っ
た
か
、
母
か
ら
「
蛇
だ

け
は
殺
し
ち
ゃ
あ
い
け
ん
よ
。
蛇
は
神
様
の

使
い
じ
ゃ
ー
け
ん
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ
た
。

母
は
巳
年
だ
っ
た
か
ら
余
計
に
蛇
へ
の
執
着

心
が
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

い
つ
だ
っ
た
か
、
岩
国
の
錦
帯
橋
近
く
の

土
産
物
店
で
白
蛇
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
純
白
で
目
が
赤
く
全
体
が
神
々
し
く
輝

い
て
い
て
爬
虫
類
の
域
を
出
て
い
た
。
あ
と

で
遺
伝
子
に
よ
る
色
素
欠
落
の
突
然
変
異
だ

と
知
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
は
神
の
使
い
と

言
わ
れ
て
も
疑
い
の
念
は
な
く
、
そ
う
か
も

し
れ
な
い
と
素
直
に
う
な
ず
け
る
も
の
だ
っ

た
。 白

い
ナ
マ
コ
、
白
い
虎
な
ど
も
い
る
よ
う

だ
が
、
ど
う
見
て
も
と
う
て
い
神
の
使
い
と

は
思
え
な
い
。
が
、
不
思
議
に
白
い
蛇
だ
け

は
別
だ
っ
た
。
母
の
い
う
蛇
は
青
大
将
や
マ

ム
シ
な
ど
蛇
全
体
を
指
し
て
い
た
と
思
う
。

私
だ
っ
て
夢
に
出
て
く
る
蛇
が
白
か
っ
た
ら

あ
そ
こ
ま
で
い
た
ぶ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
た
だ
何
と
な
く
夢
の
中
の
こ
と
と
は

い
え
、
親
不
孝
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と

気
分
が
滅
入
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う

ま
で
し
な
く
て
も
い
い
の
に
と
、
自
分
で
も

思
っ
て
い
る
の
に
、
筋
書
に
添
う
か
の
よ
う

に
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
・
・
・ 

実
は
そ
の
原
因
は
幼
い
頃
の
記
憶
の
中
に

あ
っ
た
。
夏
は
決
ま
っ
て
、
学
校
か
ら
帰
る

と
す
ぐ
近
く
の
池
へ
泳
ぎ
に
行
っ
て
い
た
が
、

そ
の
道
中
で
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
蛇
に

出
会
っ
た
。
あ
の
濡
れ
た
よ
う
な
細
い
体
で

這
い
ま
わ
る
姿
が
不
気
味
で
、
も
し
か
し
た

ら
噛
み
つ
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐

怖
に
恐
れ
慄
い
て
い
た
。
一
度
は
マ
ム
シ
だ

っ
た
ろ
う
か
、
口
を
大
き
く
開
け
て
飛
び
か

か
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
記
憶

が
頭
の
奥
深
く
に
刻
み
込
ま
れ
て
な
か
な
か

消
え
て
く
れ
な
い
。 

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る
と

き
も
よ
く
夢
を
見
る
。
そ
の
と
き
は
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
悪
夢
だ
。
そ
う
い
え
ば
こ

こ
二
、
三
日
は
体
調
が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か

っ
た
の
で
こ
ん
な
夢
を
見
た
の
だ
ろ
う
。
せ

っ
か
く
縁
起
の
い
い
蛇
の
夢
を
見
て
い
る
の

に
、
そ
れ
を
自
ら
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
う
の
だ

か
ら
、
自
分
自
身
に
向
か
っ
て
い
い
加
減
に

し
ろ
よ
！
と
言
い
た
く
も
な
る
。 

古
来
、
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
と
か
、
最
高

に
縁
起
の
良
い
初
夢
と
か
が
あ
る
が
、
体
が

健
康
で
な
い
と
縁
起
ど
こ
ろ
か
、
爆
発
し
た

富
士
さ
ん
の
火
山
灰
に
埋
も
れ
た
り
、
鉄
の

よ
う
な
鋭
い
爪
を
持
っ
た
鷹
に
襲
わ
れ
た
り
、

腐
っ
た
茄
子
で
食
あ
た
り
を
し
て
も
だ
え
苦

し
む
夢
に
な
り
か
ね
な
い
。 

夢
と
は
本
当
に
不
思
議
な
も
の
だ
。
現
実

に
は
出
来
な
い
こ
と
が
夢
で
は
い
と
も
簡
単

に
出
来
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
抜
き
て
を
切

っ
て
大
空
を
泳
ぎ
回
る
こ
と
や
、
死
ん
だ
は

ず
の
人
と
楽
し
く
話
す
こ
と
も
・
・
・ 

今
年
も
早
い
も
の
で
暮
れ
も
近
い
。
と
も

か
く
健
全
な
体
に
だ
け
は
し
て
お
い
て
、
い

い
初
夢
を
見
な
け
れ
ば
と
思
う
。 

 

 

荒
城
の
月 

春
高
楼
の
花
の
宴 

 

巡
る
盃
影
さ
し
て 

千
代
の
松
が
枝 

分
け
出
で
し 

昔
の
光 

今
い
ず
こ 

 

秋
陣
営
の
霜
の
色 

 

鳴
き
ゆ
く
雁
の
数
見
せ
て 

 

植
う
る
剣
に 

照
り
そ
い
し 

昔
の
光 

今
い
ず
こ 

 
 
 

文
と
切
り
絵 

萩
原
幹
生 
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2023 年 11・12 月 行事案内 

「グルメと散策を楽しむ会」 

◆「グルメ(昼食)とまんのう公園のイルミネーション」 

◆日   時 12月 16日(土) 出発予定 12時/帰着予定 20時 

◆参加費用 5,000円 

参加ご希望の方は、担当二宮 ☎090-4974-8457までご連絡下さい。 み 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部）      ♠西讃地域センター 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347                ♣琴平・ダンス十八番（１3 時～17 時）        

・毎月土曜日の 2 回～3 回                         ☎日野 090-3188-1672 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(13 時 30 分～16 時 30 分)    ♣歌声「さつき」 
   ・毎週日曜日 木太コミュニティセンター             ・第 2・第 4 木曜日 

☎小西 090-1003-8568                             ☎宮崎 090-2781-0488 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297 

♠ボウリング同好会☎嶋岡 080-3166-2342       

♠ダンスを楽しむ会                         

・毎週金曜日（13 時～15 時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423 

♠詰田川自然農園☎金木 090-4337-3494 

♠グルメと散策を楽しむ会☎二宮 090-4974-8457 

                  

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 

 

 ▼スポーツの日に開催された「高齢協ボウリング大会」は、本当に素晴らしい企画でした。世話人の

嶋岡さんはじめ、ボウリング同好会の協力によって、初開催ながら盛況裡に幕を閉じました。参加者も

開会式では少し緊張感が漂っていましたが、プレーにハッスルし、心地よい汗をかき、ゲーム後は爽快

な笑顔が広がっていました。「この歳になってもう一生ボウリングをすることもないと思っていた。ス

コアは別として、久しぶりにプレー出来て嬉しかった」と話す 70 代女性のコメントが、参加者全員の心

中を代弁していたように思えました。▼8 頁の丸亀町クリニック豊永院長の寄稿は、実に示唆に富む内

容でした。「老い」が人類の進化に不可欠で、社会の力で元気を保つという考えは、高齢協の理念にも

相通ずる部分が多いことを再認識しました。▼猛暑が終息し、爽やかな秋の風は瞬く間に過ぎ去って

本格的な冬が目の前に迫ってきました。コロナ、インフルエンザと目に見えない敵が威力を増す季節

でもあります。組合員の皆様、どうぞご自愛ください。次の発行は令和 6年の年明けとなります。(SH) 


